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研究成果の概要（和文）：本研究は活性酸素発生能を有する高分子化合物を開発し，ブラッシングに代わる口腔内清掃
システムを構築しようとするものである．種々高分子化合物を検討した結果グルコース重合体が活性酸素発生能を有す
る高分子体として適した素材であることが明らかになった．活性酸素を発生するグルコース重合体（固体化活性酸素）
は粒径が100から200μの場合，安定して活性酸素を保持した．さらに糖とアミノ酸から合成されるMaillard反応産物に
固体化活性酸素を安定化する効果のあることも示され，中でもグルコースとヒスチジンから合成されたMaillard反応産
物が最も効果的であった．

研究成果の概要（英文）：The purpose of the study is development of high molecular substance generating act
ive oxygen and establishment of new oral cleaning system instead of tooth blushing.  By the several invest
igations, the polymer composed of glucose molecule was shown to be a suitable material producing the enoug
h amounts of active oxygen.  The polymer producing active oxygen was synthesized by the mixing with 1 M of
 hydrogen peroxide solution, followed by the removal of water and grinding to make a powder (solid active 
oxygen powder).  The solid active oxygen powder was most stable when their particle size was between 100 a
nd 200 micro-meter.
Furthermore, Maillard reaction product (MRP) synthesized from monosaccharide and amino acid promoted the s
tability of active oxygen exist in solid active oxygen powder.  Especially, MRP synthesized from glucose a
nd histidine was most effective to stabilize the active oxygen among investigated MRPs.

研究分野：

科研費の分科・細目：

医歯薬学

キーワード： 活性酸素発生能　高分子化合物
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１．研究開始当初の背景 

 これまでブラッシングに代わる口腔内清掃

法として殺菌剤による洗口が行われてきたが

明らかな効果があったのは少数例にすぎな

い．なぜなら洗口剤の効果は瞬間的であり，

高濃度の殺菌剤は飲みこむ危険性があるため

低濃度とせざるを得ないためである． 

すなわちこれまでの殺菌剤には流動性がある

ので口腔内に留めることが難しく，嚥下機能

が低下している障碍者や高齢者には使用が難

しいという問題があった． 

本研究では流動性を無くした，これまでにな

い殺菌剤の開発を目的とし，将来的には障害

者や高齢者でも安心して使用できる口腔清掃

法を構築することを目指す． 

                        
２．研究の目的 

  申請者はこれまで漂白能を有する歯科用レ

ジンの開発に成功し，このレジンを歯牙の漂

白治療に用いている（歯界展望 110；145－

153，2007）． 

過酸化水素は分解する過程で活性酸素である

ヒドロキシラジカルを産生し，これらが漂白

能を発現する．一方ヒドロキシラジカルは白

血球における主要な殺菌物質でもあるので，

申請者が開発した漂白能を有するレジンには

殺菌効果が期待される．しかしこのレジンか

らは活性酸素が短時間のうちに大量発生する

ため活性酸素は短時間で分解，消失する．し

かし口腔内清掃に使用するためには活性酸素

が安定的に存在し，長時間にわたり殺菌能を

発現することが求められる． 

本研究では活性酸素が安定的に保持されるこ

とで殺菌活性が長時間発現される条件を明ら

かにし，殺菌活性が長時間にわたり発揮する

殺菌剤を開発する． 

 
３．研究の方法 

本研究では活性酸素を安定的に保持し殺菌活

性を長期間にわたり発現する高分子化合物を

探索し，口腔内に使用可能な殺菌剤を作製す

る．そのために 

⑴ 活性酸素の殺菌活性を保持する天然由来

で無害な高分子体を探索する． 

⑵ ⑴で見いだされた高分子体へ過酸化水素

水溶液を吸収させ，水分を除去することで，

活性酸素を保持する高分子体を作製する（固

体化活性酸素） 

⑶ 固体化活性酸素が有する活性酸素量の測
定は固体化活性酸素を一定量の蒸留水に溶解

した後，含有する過酸化水素量を FOX 法に

て測定することで求めた，また固体化活性酸

素の殺菌活性は固体化活性酸素を光重合レジ

ンに担持させた後，S.mutans を用いた Agar 

disc 法で評価した． 

 
４．研究成果 

⑴ 活性酸素を保持する高分子体の作製 

種々高分子化合物を検討した結果、1M の過

酸化水素水溶液をグルコース重合体複合体

（アミロース、アミロペクチン、セルロース

を６：３：１の割合で混合した糖複合体）に

吸収させ 48 時間室温で乾燥した高分子体が

本研究の目的に対応可能な特性を示すことが

明らかとなったので，本研究ではこの高分子

体を用い研究を行った（以下固体化活性酸素

と言う）． 

⑵ 固体化活性酸素の物性が活性酸素の安定

性に与える影響の検討 

活性酸素発生能を有するレジンはレジンの粒

径に関わらず活性酸素を短期間しか保持する

ことができなかった．そこで今回開発した固

体化活性酸素でもレジンの場合と同様の現象

が見られるのか検証した． 

固体化活性酸素を 100μ 以下と 100 から

200μ それから 200μ 以上の３サイズに分け

た後，固体化活性酸素が 10％重量になるよ

う光重合レジンに混和したレジンを作製し

た．これらレジンを 37℃，100％湿度下に置

き１週間後と２週間後のレジンに残存する活

性酸素量を測定した． 

その結果１週目，２週目いずれも 100 から

200μ の粒径の固体化活性酸素が最も高い活

性酸素量を示した．この結果から固体化活性

酸素の粒径が活性酸素の安定性に影響してい

ることが判明した． 



．
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⑶ 活性酸素
固体化活性酸素

性は，
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その理由として
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はなく，過酸化水素か分解する過程で生じる

ヒドロキシラジカルが強い酸化作用を示すこ

とで細菌を酸化し死滅させることによる，即

ち殺菌活性を司る直接の因子はヒドロキ

ジカルである．しかしヒドロキシラジカルは

非常に不安定
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ルを安定化させることで活性酸素を長期間安

定的に保持することを試みた．
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